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◆主な記事◆
◎行財政改革懇談会からの提言  １・２面
◎健康都市ファロ２０００中央イベント３面
◎消費者センターまつり ……………４面
◎障害者福祉施設などの催し ………８面
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バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
長
期

に
わ
た
る
景
気
低
迷
と
、
景
気

対
策
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て

き
た
住
民
税
の
減
税
の
影
響
に

よ
り
、
区
税
収
入
は
大
幅
に
落

ち
込
ん
で
き
て
い
ま
す
（
左
下

図
）。
区
で
は
、多
額
の
財
源
不

足
を
補
い
、
少
子
・
高
齢
社
会

の
多
様
な
行
政
需
要
に
対
応
す

る
た
め
、
区
の
貯
金
に
相
当
す

る
基
金
を
取
り
崩
し
、
借
入
金

深
刻
さ
の
続
く
区
財
政

で
あ
る
区
債
を
発
行
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
の
結
果
基
金
は
底
を
つ

き
、
区
債
の
発
行
残
高
も　

年
１２

度
当
初
に
は
八
二
六
億
円
に
も

達
す
る
な
ど
、
区
財
政
の
硬
直

化
が
一
段
と
進
ん
で
き
ま
し

た
。

　

い
ま
区
政
に
は
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
も
と
で
、
時
代
環
境

や
区
民
ニ
ー
ズ
の
激
し
い
変
化

に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
新

し
い
区
の
将
来
像
を
見
据
え
た

区
で
は
、
昨
年　

月
に
「
杉
並
区
行
財
政
改
革
懇
談
会
」
を
設
置
し
、
今
後
の
行
財
政
改
革
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
お
願
い
し
て
き
ま
し

１２

た
。
こ
の
た
び
、
そ
の
提
言
が
区
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今
後
は
、
こ
の
提
言
の
主
旨
を
反
映
さ
せ

た
、　

年
度
以
降
の
行
財
政
改
革
の
計
画
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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―
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
課
へ
。

１３

抜
本
的
な
改
革
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

�
　

「
杉
並
区
行
財
政
改
革
懇
談

会
」（
委
員
八
名
／
会
長
＝
黒
川

和
美
・
法
政
大
学
教
授
）
か
ら

の
提
言
は
、
こ
う
し
た
区
財
政

が
直
面
す
る
深
刻
な
状
況
を
踏

ま
え
、
成
熟
社
会
に
お
け
る
行

政
の
あ
り
方
を
見
直
し
な
が

ら
、
今
後
の
行
財
政
改
革
の
指

針
と
な
る
考
え
方
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
提
言
で
は
、
冒
頭
で
改

革
の
基
本
的
な
理
念
と
し
て
、

区
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
を

第
一
に
し
た
行
政
の
責
任
領
域

を
踏
ま
え
た
施
策
や
サ
ー
ビ
ス

提
言
を
貫
く
行
革
の
精
神

の
見
直
し
な
ど
、
六
点
の
行
財

政
改
革
を
支
え
る
精
神
を
確
認

し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
え
で
、

区
政
が
直
面
す
る
危
機
の
構
図

と
課
題
に
つ
い
て
、
厳
し
い
区

の
財
政
状
況
の
ほ
か
、
経
営
感

覚
の
導
入
と
協
働
に
よ
る
行
政

へ
の
転
換
、急
が
れ
る
Ｉ
Ｔ（
情

報
技
術
）
の
活
用
、
求
め
ら
れ

る
自
治
体
と
し
て
の
自
立
の
四

つ
の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
指
摘

し
て
い
ま
す
。

�
　

Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
区
民
と
の

信
頼
の
き
ず
な
を
深
め
な
が

ら
、
区
政
の
構
造
改
革
を
推
進

す
る
た
め
に
、
次
の
四
つ
の
視

新
し
い
改
革
の
視
点
と

具
体
的
な
取
組
み

点
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

財
政
自
治
の
確
立

　

地
域
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
と

負
担
の
あ
り
方
を
自
己
決
定
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
。
自
主
財

源
の
確
保
。

顧
客
・
成
果
志
向
の
行
政
経
営

　

顧
客
で
あ
る
区
民
の
ニ
ー
ズ

を
的
確
に
把
握
し
、
効
率
的
で

良
質
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り

低
コ
ス
ト
で
提
供
し
て
い
く
区

政
の
経
営
能
力
の
強
化
。
行
政

の
守
備
範
囲
の
見
直
し
と
民
間

委
託
・
事
業
の
民
営
化
の
推
進
。

区
民
と
の
協
働
と
参
画

　

区
民
・
事
業
者
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
と
の
協
働
に
よ
る
行
政
シ
ス

テ
ム
へ
の
転
換
。
区
政
へ
の
区

民
参
画
の
促
進
と
行
政
の
説
明

責
任
の
遂
行
。

杉
並
ら
し
い
政
策
創
造

　

厳
し
い
行
財
政
環
境
を
克
服

す
る
創
造
的
な
政
策
手
法
の
発

揮
。
経
営
感
覚
や
政
策
能
力
を

身
に
つ
け
る
た
め
の
職
員
の
意

識
改
革
・
人
材
育
成
。

　

こ
う
し
た
視
点
に
立
ち
な
が

ら
、
財
政
の
再
建
を

は
じ
め
、
施
策
・
事

務
事
業
の
見
直
し
、

内
部
努
力
の
徹
底
、

行
政
シ
ス
テ
ム
の
改

革
、
区
民
参
画
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
充
実
と
い
う
五
つ

の
柱
に
分
け
て
、
改
革
す
べ
き

課
題
と
そ
の
具
体
的
な
方
策
に

つ
い
て
指
摘
し
て
い
ま
す
。

�
　

区
で
は
現
在
、
今
年
２
月
に

策
定
し
た
「　

年
度
行
財
政
再

１２

建
緊
急
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

行
財
政
改
革
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、
懇
談

会
の
提
言
の
主
旨
を
反
映
さ
せ

た
新
た
な
行
財
政
改
革
の
計
画

を　

月
末
を
目
途
に
策
定
し
、

１０

　

年
度
以
降
の
行
財
政
改
革
に

１３取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　

今
回
の
提
言
の
内
容
や
区
の

行
財
政
改
革
に
つ
い
て
の
ご
意

見
、
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

☆

　

懇
談
会
の
提
言
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
提
言
の
冊
子

は
、
区
政
資
料
室
（
区
役
所
西

棟
二
階
）
で
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。

提
言
を
踏
ま
え
た

新
計
画
の
策
定
へ

〈
黒
川
会
長
の
話
〉

　

懇
談
会
で
は
率
直
か
つ
積
極

的
な
議
論
を
重
ね
る
こ
と
が
で

き
、
本
当
に
必
要
な
こ
と
を
提

言
に
盛
り
込
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
の
提
言
を
こ
れ
か
ら

の
行
財
政
改
革
に
、
そ
し
て
、

魅
力
的
な
杉
並
区
づ
く
り
に
役

立
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 提言を手渡す黒川会長（左）―９月６日

三宅島火山活動および伊豆諸島近海地震義援金
皆さんにお願いしてきました義援金は９月２９日現在

２，０３４，５５５　円集まりました。
　区では被災状況を考え、期間を延長して義援金箱
を設置することにしました。
引き続き皆さんのご協力をお願いします。

―問い合わせは、福祉課へ。

ご協力ありがとうございます

提
言
の
概
要
は

２
ペ
ー
ジ
に

危
機
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
展
望
を
拓
く
た
め
に

ひ

ら

�

危
機
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
展
望
を
拓
く
た
め
に�

行
財
政
改
革
懇
談
会
か
ら
の
提
言�

行
財
政
改
革
懇
談
会
か
ら
の
提
言�
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※１１年度までは普通会計決算、１２年度は一般会計当初予算、財源保留分含む�
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杉並区役所@３３１２－２１１１（代表電話）〒１６６－８５７０杉並区阿佐谷南１－１５－１

年金相談のお知らせ
１０月３1日∏

午前１０時～午後４時
区役所１階ロビーまたは

２階国民年金課
１０月３１日∏は、国民年金保険
料９月分の支払い期限です。
忘れずにお支払いください。

財政の再建

深刻な区財政の状況を打開するとともに、区民ニーズに対応したサービスを区民

の意思に基づき決定できるシステムをつくるため、受益と負担のバランスのとれ

た弾力性のある財政構造を構築する。

○自主財源の確保（法定外区税の創設等、地方税財政制度の改善）

○計画的な財政運営（財政指標による計画的な財政再建）

○分かりやすい財政情報の提供（財政白書の発行）

○サービスに伴う負担の適正化（使用料・手数料の定期的な見直し）

「危機を乗り越え、新たな展望を 拓 くために―２１世紀区政改革への羅針盤―」
ひら

〈行財政改革を支える精神〉
１．行政の基本的役割は、時代状況と行政需要の変化に的確に対応し、必要な施策・サービスを提供すること
にある。

２．区は、区民の安心・安全の確保を第一にした行政の責任領域を踏まえたうえで、民間でできることは民間
に任せるという原則のもと、従来の施策・サービスのあり方を見直す。

３．区は、区民に施策・事業のコストと成果を明らかにして、行政の説明責任を果たす。
４．区は、区民・事業者・ＮＰＯとの連携や協力を強め、協働と参画による区政運営を志向する。
５．区長の強力なリーダーシップにより、杉並らしい独自性や創造性のある政策を積極的に展開する。
６．区は、行財政改革が区政を支えるという認識のもと、将来への明るい展望を拓くため、勇気をもって大胆
に区政の構造改革を進める。

施策・事務事業の見直し

行政の守備範囲や民間との役割分担を見直すとともに、施策の優先順位をこれま

で以上に明確にしながら、施策・事務事業の見直しと予算の重点配分を進める。

○施策の選択・再構築（施策の優先順位・重点化）

○民間委託・事業の民営化の推進（学校給食調理業務の民間委託化、宿泊施設の

運営見直しなど）

○施設の整理・統廃合（公共施設の適正配置、整理・統廃合）

○窓口サービス等の拡充（行政サービス提供窓口の開設時間延長など）

内部努力の徹底
行政の高コスト体質を改善するため、行政自らが徹底
した内部努力による経費削減を図ることにより、効率
的な行財政運営を確立する。
○組織機構の簡素・合理化（関連分野の統合と政策形
成機能の強化）

○職員定数の削減（事業の整理統合、民間活力の導入）
○職員人件費の圧縮（民間委託の推進、非常勤化）
○人材の有効活用（柔軟な人材配置、成果主義の人事
システム、女性職員の登用）

○公社等への財政支援の適正化（経営の自主性・自立
性の促進）

行政システムの改革
民間経営手法を積極的に導入し、行政経営能力の向上
を図る。ＩＴを積極的に活用して、開かれた行財政運
営システムの構築と区民の利便性の向上に努める。
○行政経営への外部評価の導入（行政評価プロセスへ
の区民参加）
○「電子区役所」の実現（区民サービスの向上と窓口
対応の改善など）
○行政監視機能の強化（外部監査制度導入の検討）

区民参画・コミュニケーションの充実
区民・事業者・ＮＰＯとのパートナーシップに基づく
行財政運営と区政への多様な区民参画を促進するた
め、ＩＴを駆使した双方向型のコミュニケーションを
充実させる。
○区民の主体的活動への支援（ＮＰＯ・ボランティア
等の活動支援）
○区民参画の拡大（協働によるまちづくり、住民自治
の充実）
○双方向コミュニケーションの充実（インターネット
等の活用、情報公開制度の拡充）

顧客・成果志向�
の行政経営�

杉並らしい�
政策創造�

区民との�
協働と参画�

財政自治の確立�

行財政改革�
の視点�

行財政改革懇談会／提言の概要（具体的な取り組み）

●往復ハガキの場合は返
信用のあて先も記入を

●あて先は各記事の申込
先

●託児（３歳～就学前）の
ある行事は、託児希望
の有無、お子さんの氏
名・年齢・性別も記入

ハガキ記入例

A行事名
B住所
C氏名（フリガナ）
D年齢
E性別
F電話番号

（１人１枚）

催
し

行行 事事

�
　

重
複
障
害
を
も
ち
な
が
ら
高

度
な
演
奏
で
い
つ
も
感
動
さ
せ

ら
れ
る
「
東
京
光
の
家
」
の

「
正
秋
バ
ン
ド
」
と
ス
ウ
ェ
―

デ
ン
か
ら
来
日
す
る
視
覚
障
害

者
バ
ン
ド
「
シ
ン
リ
ガ
」
と
の

国
際
交
流
演
奏
会
を
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。（
区
共
催
）

　

【
日
時
】　

月　

日
∏
午
後

１１

１４

６
時　

分
開
演
（
５
時　

分
開

３０

３０

場
）【
会
場
】
杉
並
公
会
堂
（
上

荻
１
―　

―　

）【
内
容
】
▽
第

２３

１５

一
部
＝
「
正
秋
バ
ン
ド
」
に
よ

る
演
奏
（
島
唄
、
津
軽
平
野
、

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
な
ど
）
▽
第
二

部
＝
ス
ウ
ェ
―
デ
ン
の
「
シ
ン

リ
ガ
」
に
よ
る
演
奏
（
ア
ヴ

ェ
・
マ
リ
ア
、イ
マ
ジ
ン
、ヘ
イ

ジ
ュ
ー
ド
、
美
し
き
青
き
ド
ナ

ウ
な
ど
）【
定
員
】一
〇
八
八
名

（
全
席
自
由
）【
入
場
料
】
二

〇
〇
〇
円
（
チ
ケ
ッ
ト
は
、
フ

�
杉
並
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

愛
の
サ
ウ
ン
ド

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

―
正
秋
バ
ン
ド
と
シ
ン
リ
ガ
―

e

ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
全
店
、
チ
ケ

ッ
ト
ぴ
あ
@
５
２
３
７
‐
９
９

９
９
へ
）

◇
区
民
一
〇
〇
名
を
無
料
招
待

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
で
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社

１０

３０

会
教
育
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０

１６６

０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

へ
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育

セ
ン
タ
ー
@
３
３
１
７
‐
６
６

２
１
ま
た
は
杉
並
文
化
村
・
渡

辺
@
３
２
２
０
‐
０
０
２
１

へ
。

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
つ
き
。

目
や
耳
の
不
自
由
な
方
も
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
　

こ
の
秋
は
、
公
募
者
の
演
奏

を
主
体
と
し
て
、
荻
窪
駅
周
辺

を
中
心
に
荻
窪
の
街
の
一
七
会

場
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
参
加
者

が
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏

を
体
験
で
き
る
会
場
も
あ
り
ま

す
。
期
間
中
に
、
お
好
き
な
会

場
へ
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
会
場
で
。

▽
荻
窪
の
街
コ
ン
サ
ー
ト

　

「
室
内
オ
ペ
ラ
と
秋
の
歌
」

　

【
日
時
】　

月
３
日
¥
午
後

１１

６
時
（
５
時　

分
開
場
）【
会

３０

場
】
杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―

�
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を

 

楽
し
む
街
・
荻
窪

小
さ
い
秋
み
つ
け
た

 

「
荻
窪
の
音
楽
祭
」

 

　

月
１
日
〜
５
日

１１

e

　

―　

）【
チ
ケ
ッ
ト
代
お
よ
び

２３

１５

購
入
方
法
】
二
五
〇
〇
円
／
文

化
・
交
流
協
会
、
近
畿
日
本
ツ

ー
リ
ス
ト
区
役
所
内
店
、
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
で
販
売

☆

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
を
楽
し
む
街
・
荻
窪
事

務
局
@
３
３
９
１
‐
５
１
１
４

ま
た
は
文
化
・
交
流
協
会
@
５

３
１
１
‐
７
０
３
５
へ
。

�
　

男
の
子
と
女
の
子
、
突
然
体

が
入
れ
か
わ
っ
ち
ゃ
っ
た
。
君

な
ら
ど
う
す
る
？
（
区
後
援
）

　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
後

１０

２９

２
時　

分
〜
４
時　

分
【
会

３０

１０

場
】
杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―

　

―　

）【
原
作
】
山
中
恒
【
出

２３

１５

演
】
劇
団
風
の
子
【
入
場
料
】

前
売
券
二
五
〇
〇
円
、
当
日
券

二
七
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
、

杉
並
親
子
劇
場
・
渡
辺
@
３
３

３
１
‐
４
３
８
１
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
∏
午
後

１０

２４

６
時
〜
９
時
（
区
後
援
）【
会

場
】
荻
窪
タ
ウ
ン
セ
ブ
ン
八
階

（
上
荻
１
―
９
―
１
）【
出
演
】

女
流
講
談
＝
神
田
陽
子
師
匠
、

落
語
＝
古
今
亭
寿
輔
師
匠
ほ
か

【
定
員
】
一
〇
〇
名
（
先
着
順
）

【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

�
杉
並
親
子
劇
場

児
童
演
劇
「
お
れ
が
あ
い
つ

で
あ
い
つ
が
お
れ
で
」

e�
税
を
知
る
週
間

 

落
語
を
楽
し
む
会

e

　

問
い
合
わ
せ
は
、
õ
荻
窪
法

人
会
青
年
部
会
事
務
局
@
３
３

９
２
‐
１
３
３
８
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月
３
日
¥
午
後

１１

１
時　

分
集
合
（
区
共
催
）

３０

【
集
合
場
所
】
京
王
井
の
頭
線

永
福
町
駅
前
【
定
員
】
五
〇
名

【
参
加
費
】
五
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・
一
枚

で
二
人
ま
で
可
）
で
、　

月　
１０

２０

日
（
必
着
）
ま
で
に
杉
並
郷
土

史
会
・
原
田
弘
（
〒　

‐
０
０

１６６

１
２
和
田
３
―　

―　

）へ
。申

２７

２３

し
込
み
多
数
の
場
合
は
、抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
会
・
原

田
@
３
３
１
２
‐
６
６
２
３

へ
。

�
　

東
京
電
機
大
学
建
築
学
科
三

年
生
が
、
区
内
各
地
で
ま
ち
の

生
活
空
間
を
調
査
し
た
結
果
を

展
示
・
発
表
し
ま
す
。（
区
共

催
）

　

【
日
時
】　

月　

日
ª
▽
展

１０

２７

示
＝
午
後
１
時
〜
▽
発
表
＝
午

後
２
時
〜
【
会
場
】
産
業
商
工

会
館（
阿
佐
谷
南
３
―
２
―　

）
１９

【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
へ
。

�
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

史
跡
散
歩

 
大
宮
八
幡
付
近
を
歩
く

e杉
並
で
学
ぶ

―
安
全
で
活
気
の
あ
る

 

ま
ち
づ
く
り
計
画
と
は
―
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健
康
都
市
の
創
造
に
向
け
た

取
り
組
み
に
発
展
し
て
い
く
こ

と
を
願
い
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、

協
賛
団
体
に
よ
る
各
種
催
し
、

交
流
会
、
講
座
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
を
行
い
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
前

１０

２１

　

時
〜
午
後
４
時
【
会
場
】
杉

１０並
保
健
所（
荻
窪
５
―　

―
１
）

２０

【
主
な
内
容
】
午
後
１
時
〜
①

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
私
が
考
え
る
健

康
な
ま
ち
」
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

＝
東
京
医
科
歯
科
大
学
教
授
・

高
野
健
人
さ
ん
②
健
康
都
市
推

進
関
連
作
品
応
募
者
の
表
彰
③

講
演
「
健
康
都
市
杉
並
を
目
指

し
て
」
杉
並
区
長
・
山
田
宏
、

他
の
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
は
下
表

の
と
お
り
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
計
画

課
へ
（
当
日
の
問
い
合
わ
せ

は
、
健
康
推
進
課
@
３
３
９
１

‐
１
０
１
５
へ
）。

〈健康都市杉並ファロ２０００中央イベント日程表〉

１３：００ ���������� １６：００１０：００ ���������� １２：００会　場
こころの健康コーナー　

オブリガード
５
階

喫茶コーナー（１５：３０まで）
オブリガード・デイケア利用者の作品展示、活動紹介
ファロ来場者への名刺プレゼント作業室

いすでうける指圧サービス（杉並区指圧師会）デイケア室
救いたい、そのとき役立つ応急手当（杉並・荻窪消防署合同）運動室 

４
階

メディカルチェック（予約制）ウェルネス杉並の紹介運動負荷測定室 
 くらしの衛生会議室 
「体験講座」天然着色料～ミサンガ（腕輪）を染める（１５：００終了）運動学習コーナー 
ミニ講演会、（杉並区歯科医師会）
ブラッシングコーナー（東京都歯
科衛生士会（西ブロック））

多目的室 
３
階

・集団給食研究会コーナー（杉並区集団給食研究会）
・学校給食展示コーナーフロア 

・エイズ・性感染症を知ろう、タバコ対策・薬物乱用防止コーナー
（東京都覚せい剤等乱用防止推進杉並地区協議会）　　　　　　　　機能訓練室 

２
階

自立のステッキと安心サポーター（介護相談あり）在宅介護支援センター
ケア２４荻窪

・子育て支援コーナー、ミクロの世界へご招待、ポスター・標語展示

エントランスホール １
階

１３：００フォーラム「私が考える健康
なまち」
１５：１０表彰式・区長講演　

・皆で創る！わたしたちの「健康
都市」～健康づくり自主グルー
プ交流会～

・ころばない歩き方コーナー（杉並区接骨師会）
・高齢者擬似体験コーナー（東京ガス㈱西部支店）講堂 地

下

・子犬と子猫の里親さがし
（õ日本愛玩動物協会
 ������� 東京都管理士会）
・動物相談コーナー
（õ東京都獣医師会杉並支部）

ひさし東側入口 
屋
外

・バザー・販売（共同作業所）
・君の手型を取ってみよう（杉並歯科技工士会）　　　　　　ひさし西側入口 

◇
食
生
活
改
善
普
及
月
間

平
成　

年
度
統
一
標
語

１２

「
楽
し
く
！
健
康
へ
の
食
卓
」

　

毎
日
の
食
卓
が
家
族
の
だ
ん

ら
ん
の
場
に
な
り
、
家
族
皆
が

楽
し
く
食
事
が
と
れ
る
、
こ
ん

な
情
景
が
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の
家

庭
で
み
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。
加
え
て
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
た
食
事
が 
揃 
え
ば
、

そ
ろ

健
康
的
な
食
卓
の
完
成
で
す
。

▽
新
・
食
生
活
指
針

　

五
年
ぶ
り
に
日
本
人
の
食
事

摂
取
基
準
が
改
定
さ
れ
、
こ
れ

に
伴
い
、
子
ど
も
達
の
こ
と
や

食
文
化
に
つ
い
て
も
考
慮
し
た

指
針
が
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
区

民
一
人
ひ
と
り
が
、
健
康
的
な

食
生
活
を
実
践
す
る
た
め
の
具

体
的
な
目
標
で
す
。　

○
食
事
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

○
一
日
の
食
事
の
リ
ズ
ム
か

ら
、
健
や
か
な
生
活
リ
ズ
ム

を
。

○
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本

に
、
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
。

○
ご
は
ん
な
ど
の
穀
類
を
し

っ
か
り
と
。

○
野
菜
・
果
物
、
牛
乳
・
乳

製
品
、
豆
類
、
魚
な
ど
も
組

み
合
わ
せ
て
。

○
食
塩
や
脂
肪
は
控
え
め
に
。

○
適
正
体
重
を
知
り
、
日
々

の
活
動
に
見
合
っ
た
食
事
量

を
。

○
食
文
化
や
地
域
の
産
物
を

活
か
し
、
と
き
に
は
新
し
い

料
理
も
。

○
調
理
や
保
存
を
上
手
に
し

て
無
駄
や
廃
棄
を
少
な
く
。

○
自
分
の
食
生
活
を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

▽
食
生
活
相
談

　

杉
並
区
集
団
給
食
研
究
会
会

員
の
病
院
栄
養
士
と
、
保
健
所

栄
養
士
が
食
生
活
の
相
談
を
受

け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
【
日
時
】　

月　

日
∏
午
前　

１０

２４

１０

時
〜
午
後
３
時
【
会
場
】
区
役

所
一
階
ロ
ビ
ー
【
費
用
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
保
健

所
健
康
推
進
課
@
３
３
９
１
‐

１
０
１
５
へ
。

�
　

生
ご
み
で
堆
肥
作
り
を
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
自
慢
の
堆
肥
を

展
示
し
、交
流
を
は
か
り
ま
す
。

堆
肥
作
り
の
い
ろ
い
ろ
な
実
践

方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

　

【
日
時
】　

月
３
日
¥
〜
５

１１

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

【
会
場
】
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

▽
展
示
会
の
参
加
者
募
集

　

【
応
募
要
領
】
①
生
ご
み
を

使
っ
た
堆
肥
コ
ッ
プ
一
杯
分

（
ポ
リ
袋
な
ど
に
入
れ
て
密

�
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

開
館
一
周
年
記
念
行
事

「
我
が
家
の
自
慢

―
生
ご
み 
堆
肥 
―
展
示
会
」

た
い
ひ

e

封
）
②
苦
労
話
な
ど
の
コ
メ
ン

ト
二
〇
〇
字
以
内
（
あ
れ
ば
堆

肥
で
育
て
た
花
や
作
物
の
写
真

数
枚
を
同
封
）
に
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１０

２７

に
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

（
〒　

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東

１６８

３
―
７
―
４
）
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
【
参
加
費
】
無
料

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
ひ
ろ
ば

@
３
３
３
１
‐
４
３
６
０
へ
。

※
応
募
作
品
の
返
却
は
し
ま
せ

ん
。�

　

【
日
時
】　

月
４
日
º
・
５

１１

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
�

リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば
高
井
戸

in

【
会
場
】
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
（
高
井
戸
東
３
―
７
―

４
）

▽
出
店
者
募
集

　
【
募
集
区
画
】両
日
と
も
一
四

区
画
（
業
者
出
店
は
お
断
り
し

ま
す
）【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、　

月　

日
ª
午
前　

時
か

１０

２０

１０

ら
電
話
で
リ
サ
イ
ク
ル
ひ
ろ
ば

高
井
戸
@
３
３
３
１
‐
４
３
６

０
へ
。

※
車
で
の
搬
出
入
・
来
場
は
で

き
ま
せ
ん
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
前

１１

１２

　

時
〜
午
後
４
時
（
雨
天
の
場

１１合
は
、　

日
∂
に
延
期
・
区
後

１９

荻
窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

援
）【
会
場
】
荻
窪
タ
ウ
ン
セ
ブ

ン
二
階
ぺ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
、
八
階
屋
上
（
上
荻
１
―
９

―
１
）

▽
出
店
者
募
集

　

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤

の
方
（
業
者
は
お
断
り
し
ま

す
）【
参
加
費
】
二
階
デ
ッ
キ

（
一
・
五
ｍ
四
方
）・
八
階
屋
上

（
二
ｍ
四
方
）
の
い
ず
れ
も
一

区
画
二
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

に
出
店
希
望
場
所
も
書
い
て
、

　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
荻

１０

２４

窪
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局

（
〒　

‐
０
０
０
４
阿
佐
谷
南

１６６

３
―
４
―　

―　

）
へ
。
申
し

１９

２０３

込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

@
３
３
９
８
‐
１
５
４
３
へ
。

�
　

区
内
の
農
家
で
生
産
さ
れ
た

草
花
、
植
木
、
野
菜
な
ど
の
展

示
即
売
の
ほ
か
、
園
芸
用
品
の

販
売
、
園
芸
相
談
な
ど
も
行
い

ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
º
・　

１０

２１

２２

∂
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
【
会

場
】
杉
並
公
会
堂
（
上
荻
１
―

　

―　

）　

２３

１５

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
農
務
係

へ
。

※
当
日
は
、
買
物
袋
な
ど
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

秋
の
草
花
・
植
木
・
野
菜
等

 

展
示
即
売
会

�
　

ツ
ツ
ジ
、ト
キ
ワ
マ
ン
サ
ク
、

サ
ザ
ン
カ
な
ど
六
種
一
九
〇
〇

本
（
予
定
）
を
無
料
配
布
し
ま

す
。（
一
人
一
本
先
着
順
）

　

【
日
時
・
会
場
】　

月　

日

１０

２２

∂
①
午
前　

時
〜　

時　

分
＝

１０

１１

３０

四
宮
小
学
校
（
上
井
草
２
―　
１２

―　

）
②
午
後
２
時　

分
〜
４

２６

３０

時
＝
久
我
山
小
学
校
（
久
我
山

５
―　

―
７
）
／
苗
木
が
な
く

１８

な
り
次
第
終
了
（
雨
天
実
施
）

　

希
望
者
は
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
を
持
っ
て
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
み
ど
り
の

係
へ
。

※
①
今
年
か
ら
各
種
記
念
樹
配

布
は
廃
止
に
な
り
ま
し
た

秋
の
苗
木
配
布

②
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
ª
・　

１０

２７

２８

日
º
の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
区
後
援
）【
会
場
】
Ｊ
Ａ
東
京

中
央
杉
並
中
野
支
店
（
桃
井
２

―
３
―
４
）

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
支
店
@

３
３
９
９
‐
８
９
８
３
へ
。

※
当
日
は
、
買
物
袋
な
ど
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
車
で
の
来

場
は
で
き
ま
せ
ん
。

��
　

【
日
時
】　

月　

日
ª
午
後

１０

２０

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
）

【
テ
ー
マ
】
高
齢
者
が
か
か
り

や
す
い
脳
血
管
障
害
お
よ
び
心

臓
病
の
予
防
に
つ
い
て
【
対

象
】
高
齢
者
介
護
に
関
心
の
あ

る
方
【
定
員
】
二
〇
名
程
度

【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
同
ふ
れ
あ
い
の
家
@
３
３

３
８
‐
８
６
３
０
へ
。
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り
。

�
　

【
日
時
】　

月　

日
ª
午
前

１０

２７

　

時
〜
正
午
・
毎
月
第
四
金
曜

１０日
【
集
合
場
所
】
高
井
戸
保
健

セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３
―　
２０

―
３
）【
内
容
】
健
康
チ
ェ
ッ

ク
、ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
て
か
ら
、

神
田
川
沿
い
に
塚
山
公
園
ま
で

の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
【
参
加

費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

野
菜
や
花
の
展
示
即
売
会

講
座
・

　

講
演

家
族
介
護
教
室

エ
ン
ジ
ョ
イ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ー
@
３
３
３
４
‐
４
３
０
４

へ
。

�
　

【
日
時
】　

月
１
日
π
午
前

１１

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
高
井
戸

１０保
健
セ
ン
タ
ー
（
高
井
戸
東
３

―　

―
３
）【
内
容
】
講
義
・

２０
調
理
実
演
、
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ

ぷ
り
メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
・
試
食

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の

方
【
定
員
】
三
〇
名
【
参
加

費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
電
話
で
高
井
戸
保
健
セ
ン

タ
ー
@
３
３
３
４
‐
４
３
０
４

へ
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
。

�
エ
ン
ジ
ョ
イ
ク
ッ
キ
ン
グ

骨
粗
し
ょ
う
症
を

 
予
防
す
る
た
め
の
食
生
活

e衣
類
の
拠
点
回
収
の

 

お
知
ら
せ

　

【
日
時
】
毎
月
第
二
土
曜

日
の
午
前　

時
〜
正
午
（
時

１０

間
厳
守
。
９
時
の
時
点
で
雨

天
の
場
合
は
中
止
）
【
拠

点
】
区
役
所
、
井
草
・
永
福

和
泉
・
荻
窪
・
西
荻
各
地
域

区
民
セ
ン
タ
ー
、
本
天
沼
区

民
集
会
所
、
方
南
和
泉
・
宮

前
各
出
張
所
、
リ
サ
イ
ク
ル

ひ
ろ
ば
高
井
戸
【
出
し
方
】

洗
濯
し
た
も
の
を
透
明
な
ビ

ニ
ー
ル
袋
（
四
五
Î
）
に
入

れ
、
上
を
し
ば
っ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。
ふ
と
ん
・
カ
ー

ペ
ッ
ト
類
、
ぬ
い
ぐ
る
み

類
、
靴
・
バ
ッ
グ
類
、
は
ぎ

れ
（
三
〇
⁄
四
方
以
下
の
も

の
）
な
ど
は
出
せ
ま
せ
ん

【
お
願
い
】
前
日
の
夜
な
ど

時
間
外
に
置
く
こ
と
は
絶
対

に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
【
問

合
せ
】
リ
サ
イ
ク
ル
清
掃
課

へ
（
拠
点
と
な
る
施
設
に
は

問
い
合
わ
せ
な
い
で
く
だ
さ

い
）

健
康
都
市
杉
並
フ
ァ
ロ
２
０
０
０

　

月　

日
º
中
央
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！
―
つ
ど
い
・
語
ろ
う
・
は
じ
め
よ
う

１０

２１
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�
　

食
べ
物
や
環
境
な
ど
に
関

す
る
問
題
に
取
り
組
ん
で
い

る
消
費
者
グ
ル
ー
プ
が
日
ご

ろ
の
成
果
を
発
表
し
ま
す
。

実
験
や
展
示
を
通
し
、
毎
日

の
く
ら
し
に
役
立
つ
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
º
・

１０

２１

　

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
４

２２

１０

時
　

【
内
容
】

○
有
害
危
険
物
に
つ
い
て

○
紙
パ
ッ
ク
で
ハ
ガ
キ
を
作

っ
て
み
よ
う（　

日
の
み
）

２２

○
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
い
ろ
い
ろ

○
飲
み
物
の
糖
分
を
調
べ
て

み
よ
う

○
大
気
汚
染
と
健
康
に
つ
い

て
○
知
っ
て
み
よ
う
豆
の
こ
と

○
遺
伝
子
組
換
え
食
品
に
つ

い
て

○
合
成
洗
剤
は
い
ら
な
い

○
ア
サ
リ
の
根
付
を
つ
く
ろ

う
（　

日
の
み
）

２２

○
五
行
思
想
に
つ
い
て

○
薬
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

e
す
ぎ
な
み
生
活
展

知
っ
て
動
こ
う
！

 
く
ら
し
の
中
で
で
き
る
こ
と

�
　

わ
が
国
の
食
料
自
給
率
は

主
要
先
進
国
の
中
で
は
最
低

の　

％
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

４０
本
当
に
よ
い
の
で
し
ょ
う

か
。

　

消
費
者
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

で
は
「
現
代
日
本
の
食
料
事

情
」
を
テ
ー
マ
に
食
料
自
給

率
を
様
々
な
角
度
か
ら
取
り

上
げ
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
º
午

１０

２１

前　

時
〜
午
後
４
時

１０
【
内
容
】

○
パ
ネ
ル
コ
ー
ナ
ー

・
自
給
率
っ
て
何
？

・
食
品
別
自
給
率
は
ど
れ
く

ら
い
？

・
あ
な
た
の
食
事
の
自
給
率

は
？

○
ク
イ
ズ
・
ア
ン
ケ
ー
ト
コ

ー
ナ
ー

　

食
料
自
給
率
や
お
米
に
つ

い
て
楽
し
く
学
べ
る
ク
イ

ズ
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え

て
米
料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど

を
も
ら
お
う

○
こ
ど
も
コ
ー
ナ
ー

・
水
ヨ
ー
ヨ
ー
つ
り（　

日
、

２１

　

日
）

２２
・
紙
パ
ッ
ク
で 
箸 
置
き
を
つ

は
し

く
ろ
う

☆

　

【
会
場
】
消
費
者
セ
ン
タ

ー（
阿
佐
谷
南
１
―　

―
４
）

３６

【
参
加
費
】
無
料

　

希
望
者
は
、直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
消
費
生

活
課
@
３
３
１
４
‐
３
６
４

３
へ
。

e
消
費
者
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り

 
現
代
日
本
の
食
料
事
情

掲示板�
　

区
で
は
、
自
主
的
か
つ
積
極

的
に
「
善
い
行
い
」
を
続
け
て

い
る
青
少
年
を
表
彰
し
ま
す
。

　

対
象
に
な
る
と
思
わ
れ
る
青

少
年
（
官
公
署
ま
た
は
公
共
的

団
体
の
推
薦
を
得
る
こ
と
の
で

き
る
、
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
満　

歳
未
満
の
方
）
を
、

２０

　

月　

日
ま
で
に
紹
介
し
て
く

１１

１５

だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
青
少
年
係

へ
。

�
　

高
齢
者
の
お
宅
に
夕
食
を
届

け
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

【
内
容
】
夕
食
（
お
弁
当
）

の
配
達
と
安
否
の
確
認
【
活
動

日
】
月
曜
〜
土
曜
日
ま
で
の
都

合
の
良
い
日
【
活
動
時
間
】
午

後
４
時
〜
５
時
ご
ろ
【
配
達
地

青
少
年
表
彰
候
補
者
の

 
推
薦
を
受
け
付
け
ま
す

�
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

配
食
サ
ー
ビ
ス
の

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

e

域
】
阿
佐
谷
北
、
阿
佐
谷
南
、

お
よ
び
そ
の
近
辺

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
阿
佐
谷
北
ふ
れ
あ
い
の
家

（
阿
佐
谷
北
１
―
２
―
１
@
３

３
３
８
‐
８
６
３
０
）
へ
。

��
　
　

月
か
ら
、　

歳
以
上
の
方

１０

６５

（
第
一
号
被
保
険
者
）
の
保
険

料
の
徴
収
が
始
ま
り
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
の
納
入
通
知
書

は
、
８
月
末
に
お
送
り
し
て
い

ま
す
。

▽
特
別
徴
収
の
方
（
年
金
か
ら

差
引
）
は
、　

月　

日
支
給
の

１０

１３

年
金
か
ら
、　

月
・　

月
分
の

１０

１１

保
険
料
を
差
し
引
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

以
後
、
年
金
支
給
の
都
度
、

二
カ
月
分
ず
つ
保
険
料
を
差
し

引
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
普
通
徴
収
の
方
（
個
人
で
納

付
）
は
、　

月　

日
∏
が
一
回

１０

３１

目
の
保
険
料
の
納
期
限
と
な
り

ま
す
。
お
送
り
し
た
納
付
書
で

お
納
め
く
だ
さ
い
。
な
お
、
口

座
振
替
依
頼
書
を
提
出
さ
れ
た

方
に
は
、
区
か
ら
「
介
護
保
険

料
口
座
振
替
開
始
の
お
知
ら

せ
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
の

で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険

課
資
格
保
険
料
係
へ
。

◇
小
冊
子
「
わ
た
し
た
ち
の
介

護
保
険
」
が
で
き
ま
し
た

　

区
で
は
、
介
護
保
険
制
度
の

内
容
を
ま
と
め
た
「
わ
た
し
た

ち
の
介
護
保
険
・
平
成　

年
８

１２

月
版
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
小
冊
子
は
、
区
役
所
一

階
介
護
保
険
課
、福
祉
事
務
所
、

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、　

歳
以
上
の
方
に
は
、

６５

　

歳
以
上
の
方
の

６５
 

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ
と
一

緒
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
介
護
保
険

課
へ
。�

　

今
年
の
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ

い
て
、
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い

な
い
方
は
至
急
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

こ
の
制
度
は
、
収
入
が
無
い

学
生
の
期
間
は
保
険
料
の
納
付

を
お
休
み
し
て
、
卒
業
後
社
会

人
に
な
っ
て
か
ら
追
納
で
き
る

も
の
で
す
。

　

申
請
で
き
る
方
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

①
昼
間
部
の
大
学
・
大
学
院
・

短
大
・
学
校
法
人
の
専
門
学
校

等
に
在
学
し
て
い
る
学
生
で
、

②
学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が

六
八
万
円
（
給
与
収
入
で
一
三

三
万
円
）
以
下
で
あ
る
こ
と
。

学
生
に
扶
養
親
族
等
が
あ
れ

ば
、
そ
の
数
に
応
じ
て
加
算
さ

れ
ま
す
。

　

区
内
在
住
で　

〜　

歳
の
対

２０

２４

象
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、　

月
１０

中
旬
に
制
度
の
ご
案
内
と
、
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。
希
望
す

る
方
は
必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

た
だ
し
、
既
に
納
付
さ
れ
た

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま

ま
納
付
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
夜
間
部
・
通
信
制
の

大
学
な
ど
や
学
校
法
人
外
の
専

門
学
校
に
在
学
し
て
い
る
方

や
、
学
生
以
外
の
方
で
、
経
済

的
理
由
に
よ
り
保
険
料
の
納
付

が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
別
に

「
保
険
料
の
免
除
制
度
」
が
あ

り
ま
す
。「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
と
は
条
件
が
異
な
り
ま

す
。

�
国
民
年
金
保
険
料

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」の

 

申
請
は
お
済
み
で
す
か

e

　

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
年
金

課
年
金
保
険
料
へ
。

�
　
　

月
初
旬
か
ら　

月
に
か
け

１０

１２

て
、
破
損
し
て
い
る
住
居
表
示

プ
レ
ー
ト
や
街
区
表
示
板
の
張

替
え
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

【
実
施
地
域
】
上
荻
、
善
福

寺
、
西
荻
北
、
桃
井

　

問
い
合
わ
せ
は
、
戸
籍
住
民

課
管
理
係
へ
。

※
実
施
地
域
以
外
で
破
損
し
て

い
る
住
居
表
示
プ
レ
ー
ト
や

街
区
表
示
板
が
あ
り
ま
し
た

ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
　

区
内
で
街
づ
く
り
に
関
す
る

講
習
会
・
研
究
会
な
ど
や
、
街

づ
く
り
に
関
す
る
計
画
案
の
作

成
な
ど
の
事
業
を
行
う
場
合
に

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
派
遣
し
ま

す（
例
え
ば
A
一
街
区
単
位
の
、

皆
さ
ん
が
、
自
主
的
に
街
づ
く

り
を
考
え
た
い
時
の
助
言
者
と

し
て
B
近
隣
の
方
と
土
地
の
有

効
活
用
の
た
め
に
建
物
の
共
同

化
な
ど
を
計
画
す
る
時
の
ま
と

め
役
）。区
に
登
録
さ
れ
た
都
市

計
画
・
建
築
の
専
門
家
を
派
遣

し
ま
す
。
会
場
は
皆
さ
ん
で
用

意
し
て
い
た
だ
き
、
派
遣
費
用

は
区
が
負
担
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
へ
。

�
　
　

月　

日
∑
〜　

日
∂
は
、

１０

１６

２２

行
政
相
談
週
間
で
す
。
国
政
や

行
政
機
関
な
ど
に
関
す
る
苦
情

や
要
望
を
受
け
付
け
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
∫
・　

１０

１９

２０

日
ª
の
午
後
１
時
〜
４
時
【
会

場
】
区
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
【
内

容
】
年
金
、
保
険
、
福
祉
、
道

住
居
表
示
プ
レ
ー
ト
な
ど
の

 

整
備
を
行
い
ま
す

街
づ
く
り
の
お
手
伝
い

 
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
派
遣

行
政
相
談
特
設
窓
口
開
設

消
費
者
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
＆

す
ぎ
な
み
生
活
展

統
一
テ
ー
マ
＝
環
境
と
健
康

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � �

路
、
郵
便
、
登
記
、
鉄
道
関
係

な
ど
行
政
や
公
共
事
業
に
関
す

る
相
談
【
費
用
】
無
料

　

問
い
合
わ
せ
は
、
区
政
相
談

課
へ
。�

　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
前

１０

２１

　

時　

分
〜
午
後
４
時　

分

１０

３０

３０

【
会
場
】
Ｊ
Ｒ
荻
窪
駅
北
口
タ

ウ
ン
セ
ブ
ン
前
【
内
容
】
相

続
、
戸
籍
、
契
約
、
内
容
証

明
、
告
訴
、
許
認
可
、
外
国
人

の
在
留
な
ど
の
手
続
き

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
東
京
都
行

政
書
士
会
杉
並
支
部
@
０
１
２

０
‐
５
６
７
５
３
７
へ
。

�
　

都
市
計
画
案（
都
決
定
案
件
）

に
つ
い
て
縦
覧
で
き
ま
す
。
計

画
案
に
意
見
の
あ
る
方
は
縦
覧

期
間
中
に
東
京
都
へ
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
東
京
都
市
計
画
道
路
「
幹
線

街
路
放
射
第
五
号
線
」
の
変
更

書
類
と
手
続
き

 

な
ん
で
も
無
料
相
談

都
市
計
画
案
の
縦
覧
と

 

意
見
書
の
提
出

案
＝
内
容
は
、
新
宿
駅
南
口
の

 
跨
線
橋 
架
け
替
え
な
ど
で
す
。

こ
せ
ん
き
ょ
う

　

【
縦
覧
期
間
】　

月　

日
∑

１０

１６

〜　

日
∑
【
縦
覧
場
所
】
都
市

３０
計
画
課
（
区
役
所
西
棟
五
階
）、

都
都
市
計
画
局
総
務
部
相
談
情

報
課
（
都
庁
第
二
本
庁
舎
二
一

階
【
意
見
書
の
提
出
先
】
都
都

市
計
画
局
地
域
計
画
部
都
市
計

画
課
（
同
二
一
階
）【
意
見
書

の
提
出
期
限
】　

月　

日
（
郵

１０

３０

送
の
場
合
は
当
日
必
着
）

　

問
い
合
わ
せ
は
、
都
・
都
市

計
画
局
施
設
計
画
部
街
路
計
画

課
（
〒　

―
８
０
０
１
新
宿
区

１６３

西
新
宿
２
―
８
―
１
@
５
３
８

８
‐
３
２
９
１
）、
ま
た
は
区
・

都
市
計
画
課
へ
。

�
　

産
業
商
工
会
館
（
阿
佐
谷
南

３
―
２
―　

）
は
、
害
虫
駆
除

１９

お
よ
び
館
内
清
掃
の
た
め
、
臨

時
休
館
し
ま
す
。【
休
館
日
】　
１１

月　

日
º
・　

日
∂

１８

１９

　

問
い
合
わ
せ
は
、
産
業
商
工

会
館
@
３
３
９
３
‐
１
５
０
１

へ
。

�
産
業
商
工
会
館

 
臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

e

　日産自動車荻窪事業所跡地（桃井３丁目）の地下水か
ら、長期間飲み続けると健康に悪影響を与えることのある
トリクロロエチレンなどが環境基準を超えて検出されまし
た。区は９月２１日に正式に日産から調査報告を受け、それ
にもとづき、現在周辺井戸を抽出し緊急調査を実施してい
ます。
　日産では１０月より土壌と地下水の浄化対策を図ることに
なっていますが、念のため桃井３丁目周辺で井戸水をお使
いのご家庭は、飲み水など直接口に入る用途へのご使用は
避けてください。
　なお、周辺地域で井戸水を飲用にお使いの方で、水質に
不安のある方については、１０月２０日まで検査を含め相談に
応じています。
　相談・問い合わせは、杉並保健所生活衛生課（荻窪５‐
２０‐１@３３９１‐１９９１）へ。

日産自動車荻窪事業所跡地周辺の井戸所有の皆さんへ
e井戸水使用上のご注意

区長と一緒に
区政を話しませんか
【日時】１０月２４日∏

　　午後６時３０分～８時３０分
【会場】産業商工会館
　　　　（阿佐谷南３‐２‐１９）
　問い合わせは、区政相談課へ
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区
民
大
学
で
は
、
現
代
的
な

問
題
や
生
活
課
題
に
つ
い
て
、

長
期
的
・
継
続
的
に
学
習
し
て

い
き
ま
す
。

　

一
年
目
は
、
基
礎
的
な
内
容

を
学
び
な
が
ら
関
心
を
深
め
て

い
き
ま
す
。
二
年
目
は
、
二
〇

回
程
度
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
習
を

行
い
、
自
ら
設
定
し
た
課
題
に

つ
い
て
考
察
し
て
い
き
ま
す
。

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と

 

社
会
生
活

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
か

つ
広
範
な
浸
透
は
、
Ｉ
Ｔ
（
情

報
技
術
）
革
命
と
呼
ば
れ
る
ほ

ど
、
社
会
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て

い
ま
す
。そ
の
現
状
と
見
通
し
、

日
常
の
実
践
に
結
び
つ
く
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
と
共
に
、
社
会
の

変
化
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
ま
す
。

　

【
日
時
・
内
容
】
左
表
の
と

お
り
【
会
場
】
セ
シ
オ
ン
杉
並

（
梅
里
１
―　

―　

）【
対

２２

３２

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で　

歳
以
上
の
方
【
定
員
】
七

１８
〇
名
【
参
加
費
】
一
〇
〇
〇
円

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

で
、
希
望
す
る
講
座
名
を
書
い

て
、　

月　

日
（
必
着
）
ま
で

１０

２０

に
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー（
〒　

‐
１６６

０
０
１
１
梅
里
１
―　

―　

）

２２

３２

へ
。申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

へ
。

※
お
お
む
ね
１
歳
か
ら
就
学
前

の
託
児
が
あ
り
ま
す
。
希
望

者
は
、
そ
の
旨
記
入
。

〈杉並区民大学・インターネットと社会生活〉
講　師内　容月　日回

横浜市立大学 �� 川浦 康至開講式：インターネットのある暮らし１１月１日１
明治大学 ���� 夏井 高人インターネット空間における法律問題　　１５日２
成城大学 ���� 川上 善郎インターネットによる訴求行動　　２２日３

未定インターネットにおける
カウンセリング　　２９日４

お茶の水女子大学 � 坂元 章オンラインゲームの心理的影響１２月６日５
東京大学 ����� 杉本 卓インターネットもある教育　　２０日６
東洋大学 ���� 三上 俊治政治世界とインターネット１月１７日７
Net Trade Denmark　
  サム・K・ステフェンセン北欧にみるＩＴ先進国事情　　２４日８

評論家 ����� 橋本 典明インターネットのセキュリティ　　３１日９
子育て中の母親ネットワー
ク「あんふぁんて」スタッフ社会的サポートとネットワーク２月１４日１０

東京女子大学 �� 黒崎 政男インターネットにおける人間存在　　２１日１１

東京工業大学 ��� 遠藤 薫インターネット社会を 俯瞰 する
ふかん

　　２８日１２

未定インターネット時代のテレビ３月１４日１３

武蔵工業大学 �� 武山 政直コミュニティづくりにおけるインター
ネットの役割　　２１日１４

 �������� 川浦 康至２年目：専門コースに向けて　　２８日１５
※時間はいずれも、毎週水曜日の午後６時４５分～８時３０分。

eインディアカグランドシニア大会
　【日時】１１月１８日º午前１０時～午後４時（区後援）【会場】高円寺体育館（高円
寺南２‐３６‐３１）【対象】区内在住・在勤・在学で５５歳以上の方【定員】９０名【参
加費】１人５００円（当日持参）【申込み】往復ハガキ（２面ハガキ記入例参照、個人
またはチーム５名）で１１月４日（必着）までに区インディアカ協会・武石（〒１６７
‐００３４桃井４‐６‐１４）へ【問合せ】同協会・武石@３３９９‐５８７９（午後６時以降）
【備考】当日は運動できる服装で、上履きと弁当を持参
e区民体育祭スポーツ・レクリエーション大会
◇綱引き大会

　【日時】１２月３日∂午後１時～午後５時【会場】杉並第十小学校体育館（和田
３‐５５‐４９）【種目】綱引き＝男子・女子・混合（女子を３人以上含むこと）・１チ
ーム６人制（登録は８名まで）【対象】区内在住・在勤・在学（中学生以上）の方
【参加費】無料（ただし、傷害保険料として２０円が必要）【申込み】①チーム名②
参加種目③代表者の氏名・住所・電話番号④チームのＰＲ⑤チーム全員の氏名・
年齢・体重・性別・自己ＰＲをハガキまたは社会体育係・各体育施設備え付けの
実施要項添付の申込用紙に書いて、１０月３１日（必着）までに社会体育係へ【問合
せ】同係@３３１２‐２１１１（区代表）【備考】初心者歓迎。個人参加も可。６人に満た
ない場合は相談に応じます。公開練習会も行います。詳しくは実施要項をご覧く
ださい
e第１７回高齢者はつらつ運動会
　秋の一日をお友だちやご家族と楽しく過ごしませんか。
　【日時】１０月２２日∂午前１０時～午後３時（雨天の場合は１０月２９日に順延）【会
場】桃井第二小学校校庭（荻窪５‐１０‐２５）【競技種目】パン食い競走、玉入れ、
応援合戦ほか【対象】区内在住で６０歳以上の方とその家族など【申込み】希望者
は、直接会場へ【問合せ】高齢者活動支援センター@３３３１‐９２１１【備考】①当日
は運動しやすい服装でおいでください②車・自転車でのご来場はご遠慮ください

e秋季初心者ソフトテニス教室
　ソフトテニスの基本、審判技術、試合の進め方などを指導します。（区共催）
　【日時】１０月２１日～１２月９日の毎週土曜日午後３時～５時（計８回／予備日＝
１２月１６日）【会場】松ノ木運動場テニスコート（松ノ木１‐３‐２２）【対象】区内在
住・在勤の方【参加費】３０００円【申込み】往復ハガキ（２面ハガキ記入例参照）
に経験年数も書いて、１０月１７日（必着）までに区ソフトテニス連盟・小島晃（〒
１６６‐００１６成田西３‐６‐４）へ。電話での申し込みも可。申し込み多数の場合は、
抽選【問合せ】同連盟・小島@３３１２‐０３８５（午後７時～９時）
e柔道教室
　【日時】１０月～１３年３月の毎週火曜日（第５週は除く、区後援）午後７時～９
時【会場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）【対象】区内在住・在勤・在学の方で小
学生以上の健康な方【定員】６０名【参加費】１カ月１０００円（別に保険料が必要）
【申込み・問合せ】区柔道会・帯津@３３９１‐６７０５
e区民のための卓球教室
　【日時】１１月８日π・１０日ª・１５日π・１７日ª午後７時～９時（全４回・区共
催）【会場】バタフライ卓球道場（阿佐谷南１‐７‐１）【対象】区内在住・在勤・在
学の方【定員】５０名【参加費】各回５００円【申込み】希望者は、直接会場へ【問合
せ】区卓球連盟・大沼@３３１４‐６６２４（ñタマス内・午前９時～午後５時）【備考】
初心者および中級者向け（レベルによるランク分けがあります）。シューズおよび
ラケットは各自持参。車での来場はご遠慮ください
e女性ソフトテニス教室
　【日時】１１月８日～１２月６日の毎週水曜日午後１時～３時（計５回：予備日＝
１２月１３日・区共催）【会場】妙正寺体育館庭球場（清水３‐２０‐１２）【対象】区内
在住・在勤の女性【定員】２０名【参加費】２０００円【申込み】往復ハガキ（２面ハ
ガキ記入例参照）で１０月２８日（必着）までに区ソフトテニス連盟・小島晃（〒１６６
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‐００１６杉並区成田西３‐６‐４）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同連
盟・小島@３３１２‐０３８５（午後７時～９時）
e杉並区水泳指導員養成講習会
　【日時】下表のとおり（区共催）【会場】学科＝高井戸地域区民センター／実技
＝高井戸温水プール（いずれも高井戸東３‐７‐５）【対象】１８歳以上で区内在住・
在勤・在学・区内スイミングクラブ在籍の１００ｍ個人メドレーが泳げる方【定員】
５０名【参加費】無料【申込み】往復ハガキ（２面ハガキ記入例参照）にテキスト
として使用する新水泳指導教本（定価２５２０円）・競技役員の手引（定価１０００円）の
有無（無い場合、当日定価にてご用意できますので希望の有無）を書いて、１０月
３０日（必着）までに杉並区水泳連盟・森田恒世（〒１６８‐００６４杉並区永福３‐４０‐
１６）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】村林せつ子@３３３３‐４１４６【備考】
手話通訳があります

e杉並区水泳指導員検定試験
　【日時】１２月１６日º（区共催）【会場】高井戸温水プール、高井戸地域区民セン
ター（高井戸東３‐７‐５）【対象】杉並区水泳指導員養成講習会修了者【定員】４０
名【参加費】２０００円【申込み】杉並区水泳指導員養成講習会で受け付け【問合せ】
村林せつ子@３３３３‐４１４６【備考】手話通訳があります
e競泳飛び込みの講習会
　【日時】１０月２３日∑午後７時～９時（区後援）【会場】高井戸温水プール（高井
戸東３‐７‐５）【内容】競泳におけるスタートとターンの練習会【対象】区内在
住・在勤・在学・区内スイミングクラブ在籍の小学生以上で、２５ｍ以上泳げる方
【定員】約５０名（先着順）【参加費】無料【申込み】当日午後６時３０分～７時まで
に受け付けを済ませ、指定のスイミングキャップを受け取ります。定員に満たな
い場合プール内でも受け付けますが、入場料は個人負担となります【問合せ】杉
並区水泳連盟・森田@３３２１‐７２８４

eいきいき健康アドバイス
　運動機能測定で体力年齢を算出し、専門スタッフがあなたに合った運動プログ
ラム（①成人病予防②シェイプアップ③体力アップなど）を作成し、健康づくり
のアドバイスを行います。
　【日時】１１月１２日∂午後１時３０分～４時３０分【会場】上井草スポーツセンター
【対象】区内在住・在勤・在学の方【定員】２０名【参加費】５００円【申込み】往復
ハガキ（２面ハガキ記入例参照。１人１通、１プログラム２名まで連記可）に生年
月日・希望するプログラム番号（①～③）・以前受けた方はその日も書いて、１０月
２４日（必着）までに上井草スポーツセンター（〒１６７‐００２３上井草３‐３４‐１）へ。
申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同センター@３３９０‐５７０７
e講演会「スポーツとわたし」
　【日時】１１月１８日º午後２時～４時（区共催）【会場】浜田
山会館（浜田山１‐３６‐３）【講師】山ì浩子さん【対象】区
内在住・在勤・在学・区内スイミングクラブ在籍の方【定員】
２５０名【参加費】無料【申込み】往復ハガキ（２面ハガキ記入
例参照）で１０月３０日（必着）までに杉並区水泳連盟・森田恒
世（〒１６８‐００６４永福３‐４０‐１６）へ。申し込み多数の場合は、
抽選【問合せ】村林せつ子@３３３３‐４１４６【備考】手話通訳が
あります

〈水泳指導員養成講習会〉

内　　容日　　時科　目
開校式・初心者水泳指導法１１月２７日∑　午後６時３０分～９時

学　科
水泳の管理と保健・閉校式１２月１１日∑　午後６時３０分～９時

各種泳法
１１月２８日∏　午後７時～９時

実　技
　　３０日∫　午後７時～９時
１２月４日∑　午後７時～９時

救急法　　５日∏　午後６時３０分～９時
各種泳法　　７日∫　午後７時～９時

杉
並
区
民
大
学
受
講
生
募
集

▲山ì　浩子さん
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競技大会
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スポーツ教室

その他
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〈１１・１２月の各種教室〉
申込締切材料費等開催日・時間教室・講座名・内容／講師（定員）

e永福和泉地域区民センター

―無料１０月２１日、１１月１１日
　　午後２時３０分～３時３０分

土曜おはなし会～楽しいおはなしや手遊びがいっぱい。おとなの方も
どうぞごいっしょに／おはなしのグループ ������� （参加自由）

e高円寺地域区民センター

１０月２５日２０００円１１月１３・２０・２７日
 ����������� 午後

彫金でインテリア～あなたのデザイン画で、お部屋を飾る銅板のレリ
ーフを作りましょう／大智澄之 ��������������� （１５）

１０月３１日８００円１１月１９日 �� 午後２時～５時秋のそば打ち体験教室～今年は自家製の年越しそばに挑戦！（親子で
の参加も可）／佐山一夫 ������������������ （２０）

e阿佐谷地域区民センター

１０月３１日２０００円
（材料費）

１１月１６・１７日午後
いずれか１日(希望日明記)

クリスマスアレンジメント～わが家にサンタツリーを／早乙女順子
 �������������������������� 各回（２０）

１０月３１日入館料７００円
保険料２０円１１月２１日 �� 午後(現地集合)絵画鑑賞と講演～根津美術館で近代美術についての講演と江戸期の絵

画鑑賞／安田治樹 ��������������������� （２５）

１０月３１日保険料２０円１１月２５日 �� 午前(現地集合)皇居東御苑を巡る～道灌の築城から徳川１５代をしのびつつ／上島光正
 ����������������������������� （２５）

１０月３１日試飲・おつま
み代８００円１２月２日 ������� 午後日本酒のおもしろい話～お酒の種類と出来るまで、酒と料理の相性ほ

か／土屋桜子 ����������������������� （３０）

１０月３１日保険料・４回分８０円
貸靴代毎回３００円

１１月１２・１９・２６日、１２月３日
午前

親子ボウリング教室～どちらが上手かな？あ、ストライクもでたよ！
／塩原貴　※会場＝荻窪ユアボウル ��� （小学生とその保護者・４０）

１０月３１日保険料・２０円
貸タオル代３１０円

１１月１８日
午前８時３０分～１０時３０分

アクアエクササイズ∏～アクアビックス＆ウォーキングで楽しく水と
遊びます／※会場＝トーアセントラル阿佐谷 ��������� （３０）

―無料１０月２１日、１１月４日
午後２時～３時土ようえほんとおはなしの会 ������������� （参加自由）

e梅里区民集会所

１０月３１日３００円
（材料費）１１月２４日 ������� 午後絵手紙・年賀状～心が伝わる、もらってうれしい年賀状／目次紀子

 ����������������������������� （２５）

e荻窪地域区民センター

１０月２５日５００円
（材料費）１１月１１・１２日 ����� 午前版画教室～ 干支 を彫る／小田部清芳 ������������� （２０）

え　と

―無料※１１月１２日 �� 午後２時～４時
　　　　（３時３０分受付終了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します／石郷岡智之・中村
嘉彦 ������������������������ （参加自由）

１０月３１日５０円
（テキスト代）

１１月２２・２９日、１２月６・１３日
午後

グリム童話の魔女たち（魔女の正体を探る）／青山学院大学講師・西
村祐子 �������������������������� （４０）

e本天沼区民集会所

１０月３１日３００円
（テキスト代）

１１月１０・１７・２４日、１２月１日
午前初心者のためのフランス語入門講座／木村麻子 �������� （２５）

e西荻地域区民センター

１０月３０日毎回２０円
（保険料）１１月１５・２９日、１２月６日午前健康体操～体脂肪を減らして生活習慣病を予防／山田利香 ��� （３０）

１０月３０日無料１１月９・１６・３０日、１２月７・
１４日 ��������� 午後

手話入門（後期）～前期修了者および簡単な手話習得者／阿部めぐみ
 ����������������������������� （３０）

e井草地域区民センター

１０月２０日
８００円

（エプロン　
　　　持参）

１１月１１日 �� 午後２時～５時
年越しそばを打とう～わが家で年越しそばを打ちたい。そんな声に応
えて新粉でのそば打ちとそばつゆ造りのコツを学びます／佐山一夫

（２４）

１０月３０日
２５００円
（２回分）
（エプロン）

１１月２９日、１２月６日
午前１１時～午後１時

お正月のおもてなし料理～お客様の多いお正月。お酒のおつまみや料
理をいつもの「おせち」にプラスしておもてなししませんか／島田育
子 ���������������������������� （２４）

１１月２０日無料
（筆記用具持参）１２月９日 ������� 午後

宇宙の神秘を楽しむパート¡～プラネタリウムでゆったりと冬の星を
見ながら宇宙の話を聞きます。日ごろの疑問や謎がとけるかもしれま
せん／伊東昌市　※会場＝科学教育センター ��������� （５０）

―無料※１０月２２日、１１月１１日午後２時
～４時（３時３０分受付修了）

おもちゃの病院～こわれたおもちゃを修理します／松尾達也ほか　　
 �������������������������� （参加自由）

１０月２１日保険料・８０円
貸靴代毎回３００円

１１月８・１５・２２・２９日
　　　　　　午後２時～４時

初心者ボウリング教室～初めての方も、多少経験のある方も、基本か
ら習います／植山暁生　※会場＝荻窪ユアボウル ������� （４０）

e高井戸地域区民センター

１０月３１日３０００円１１月２９日、１２月６日 �� 午前フラワーアレンジメント　パート¿クリスマスとお正月のドア飾り・
テーブルデコレーション／坂本瑞穂 ������������� （２５）

１０月２５日１００円
（資料代）

１１月１０・１７・２４日、１２月１日
 ����������� 午前ウクレレで楽しみましょう（初級講座）～ウクレレ持参／金子睦  （１０）

１１月１５日８００円１２月２日午前１０時～午後３時家庭でできる手打ちそば～今年の年越しそば、自宅で打ってみません
か／冨田桂子 ����������������������� （２４）

１０月３１日２０円
（保険料）１１月１６日 �� 午後１時～３時トレーニング機器講習会～当センターのトレーニング室を使用するた

めの事前講習会です／永井加代子 �������������� （１０）

１１月１５日毎回２０円
（保険料）

１１月２２・２９日、１２月６・１３日
 ������ 午後１時～３時

健康管理としてのシェイプアップ・トレーニング～トレーニング・ス
トレッチ・マッサージを実践します／宮田秀幸 �������� （３０）

―無料１０月１４・２１・２８日、１１月１１・
１８日 ���� 午後２時～３時

おはなしひろば～読み聞かせ・紙芝居など／ロバの会・杉並子どもの本の会・
ジルベルトの会・ムーミン母親クラブ・バンビぶんこ ������ （参加自由）

e上高井戸区民集会所

１０月３０日３００円１１月１８日、１２月２・９・１６日
 ����������� 午後

楽しい油絵（デッサン）～油絵のその青は空、赤は太陽、白は心、緑
は希望、紫はやさしさ／小嶋育子 �������������� （１５）

（注）１．１回約２時間。時間はおおむね、午前は１０時、午後は１時３０分から。２．※は、実費がかかる場合があります。

このコーナーでは、各地域の集会施設運営協議会
が企画した講座や、委員の皆さんが取材したまち
の話題を中心に、地域の情報をお届けします。
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人
一
問
）
も
書
い
て
、　
１０

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
同
セ

３１
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
。

��
　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
前

１１

２６

９
時　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

４５

（
小
雨
決
行
）【
コ
ー
ス
】
西
荻

地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
↓
都
立
農

芸
高
校
↓
井
草
八
幡
宮
↓
善
福

寺
北
児
童
館
（
昼
食
）
↓
善
福

寺
公
園
↓
東
京
女
子
大
学
↓
大

根
掘
り
（
全
行
程
約
五
㎞
）【
対

象
】
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
生
以
上
の
方
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）【
定
員
】
五
〇

名
【
参
加
費
】
無
料
（
昼
食
・

飲
料
な
ど
は
各
自
持
参
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
・

同
居
者
は
三
名
ま
で
連
記
可
）

で　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１０

３０

同
セ
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

��
　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
後

１１

１１

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
内

３０

３０

容
】
生
涯
を
通
し
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
た
め
に
、　

世
紀
の

２１

健
康
の
あ
り
方
の
講
演
会
【
講

師
】
日
本
木
蘭
拳
研
究
会
会

長
・
田
渕
と
み
え
さ
ん
【
定

員
】
八
〇
名
（
先
着
順
）【
参
加

費
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

西
荻
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
す
く
ー
る

晩
秋
の
旧
井
荻
村
を
歩
く

井
草
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

　

世
紀
の
健
康
法

２１

�
　

各
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー
と
各

区
民
集
会
所
で
は
、　

・　

月

１１

１２

の
各
種
教
室
を
左
表
の
と
お
り

開
き
ま
す
。参
加
費
は
無
料（
材

料
費
や
傷
害
保
険
料
は
自
己
負

担
）
で
す
。

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で
、
表
中
の
各
締
切
日
（
必

着
）
ま
で
に
該
当
の
施
設
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
、
抽

選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
該
当
の
施

設
へ
。

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

e　

・　

月
の
各
種
教
室

１１

１２

��
　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
後

１０

２８

２
時
〜
３
時　

分
【
講
師
】
萩

３０

野
玲
子
さ
ん
【
定
員
】
二
四
名

（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無
料

��
　

日
本
歌
曲
、
シ
ョ
パ
ン
の
名

永
福
和
泉
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

つ
く
っ
て
あ
そ
ぼ
う

紙
で
つ
く
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車

〜
つ
な
い
だ
り
、い
ろ
い
ろ

積
ん
で
あ
そ
ぼ
う
〜

下
高
井
戸
区
民
集
会
所

�
土
曜
日
の
音
楽
会

秋
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト

e

曲
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
後

１０

２１

６
時
開
演
【
出
演
】
ピ
ア
ノ
＝

門
利
美
穂
／
ソ
プ
ラ
ノ
＝
鶴
田

朋
子
、
小
松
明
代
【
定
員
】
八

〇
名
【
入
場
料
】
無
料

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

※　

月
以
降
の
出
演
者
を
募
集

１２中
で
す
。
詳
し
く
は
、
同
集

会
所
へ
。

��
　

郷
土
博
物
館
で
妙
法
寺
特
別

高
円
寺
地
域
区
民
セ
ン
タ
ー

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
す
く
ー
る

歩
い
て
笑
っ
て
、心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

展
や
古
民
家
を
見
学
し
、
嵯
峨

侯
爵
邸
跡
緑
地
を
散
策
し
た

後
、
善
福
寺
在
住
の
柳
亭
痴
楽

師
匠
の
落
語
を
聞
い
て
自
然
と

地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】　

月　

日
π
午
前

１１

２２

８
時　

分
〜
午
後
２
時　

分

４５

３０

（
雨
天
決
行
）【
集
合
場
所
】
セ

シ
オ
ン
杉
並
正
面
玄
関
前
【
コ

ー
ス
】
セ
シ
オ
ン
杉
並
↓
（
徒

歩　

分
）
↓
郷
土
博
物
館
、
嵯

４５
峨
侯
爵
邸
跡
緑
地
↓
（
徒
歩　
４５

分
）
↓
セ
シ
オ
ン
杉
並
（
昼
食

後
、
落
語
鑑
賞
）【
対
象
】
区
内

在
住
・
在
勤
の
方
【
定
員
】
三

〇
名
【
参
加
費
】五
〇
〇
円（
弁
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�
　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
前

１０

２２

　

時
〜
午
後
３
時　

分
【
内

１０

３０

容
】
吹
奏
楽
、
コ
ー
ラ
ス
、
体

力
測
定
、
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
、
ロ

ボ
ッ
ト
、
ゲ
ー
ム
、
模
擬
店
な

ど
　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

�
　

芸
術
の
秋
。
根
津
・
上
野
近

辺
で
竹
久
夢
二
美
術
館
や
旧
東

京
音
楽
学
校
奏
楽
堂
な
ど
を
め

ぐ
り
ま
す
。

　

【
日
時
】　

月　

日
∫
午
前

１０

２６

９
時　

分
【
集
合
場
所
】
千
代

３０

田
線
根
津
駅
改
札
口
【
定
員
】

二
〇
名
【
参
加
費
】
二
二
五
〇

円
（
入
館
料
、
昼
食
代
、
保
険

料
）

　

申
し
込
み
は
、
往
復
ハ
ガ
キ

（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）

で　

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に

１０

１６

同
セ
ン
タ
ー
へ
。
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

��
　

【
日
時
】　

月　

日
∂
午
前

１１

１９

　

時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決

１０行
）【
内
容
】
新
鮮
野
菜
、
鉢
花

の
販
売
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
、
展

示
、
模
擬
店
な
ど

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

��
　

【
日
時
】　

月
５
日
∂
午
前

１１

　

時
〜
午
後
３
時
【
内
容
】
も

１０ち
つ
き
、
模
擬
店
、
地
元
農
家

の
手
作
り
野
菜
や
植
木
の
即

売
、
自
主
グ
ル
ー
プ
の
作
品
展

示
な
ど

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

オ
ー
タ
ム
・
フ
ェ
ス
タ

２
０
０
０

大
正
ロ
マ
ン
を
た
ず
ね
て

八
成
区
民
集
会
所

八
成
ま
つ
り

上
高
井
戸
区
民
集
会
所

区
民
集
会
所
ま
つ
り

下高井戸区民集会所@5374－6192
〒１６８－００７３　下高井戸3－26－1”第３水曜日

高円寺地域区民センター（セシオン杉並）
@3317－6611
〒１６６－００１１　梅里1－22－32”第２・第４木曜日、第２木曜日の前日

和田区民集会所@5340－6272
〒１６６－００１２　和田2－31－21”第１・第３月曜日

阿佐谷地域区民センター@3314－7211
〒１６６－０００４　阿佐谷南1－47－17”第２・第４火曜日、第３水曜日

井草地域区民センター@3301－7720
〒１６７－００２２　下井草5－7－22”第１・第３木曜日、第３木曜日の前日

四宮区民集会所@3395－5085
〒１６７－００２３　上井草2－28－13”第２・第４火曜日

八成区民集会所@3394－0989
〒１６７－００２１　井草1－3－2”第２水曜日

高井戸地域区民センター@3331－7841
〒１６８－００７２　高井戸東3－7－5”第１・第３月曜日、２０日

上高井戸区民集会所@3329－0605
〒１６８－００７４　上高井戸1－15－5”第２・第４月曜日

梅里区民集会所@3317－3310
〒１６６－００１１　梅里2－34－20”第１・第３火曜日

荻窪地域区民センター@3398－9125
〒１６７－００５１　荻窪2－34－20”第２・第４月曜日、２０日

本天沼区民集会所@5310－4633
〒１６７－００３１本天沼2－12－10”第１・第３月曜日

西荻地域区民センター@3301－0811
〒１６７－００３４桃井4－3－2”第２・第４水曜日、１０日

西荻南区民集会所@3335－5444
〒１６７－００５３西荻南3－5－23”第２月曜日

永福和泉地域区民センター@5300－9411
〒１６８－００６３　和泉3－8－18”第２・第４水曜日、１５日

方南区民集会所@3322－4225
〒１６８－００６２　方南1－27－8”第１・第３水曜日

　ワイワイ、ガヤガヤ。普段静か
な妙法寺の休憩所もこの日ばかり
は、子どもたちの熱気と笑い声に
包まれました。まだまだ夏の真っ
只中、蒸し暑い日が連日続く８月
の終盤、２４日～２７日の４日間に「寺
子屋－きずな－夏休み子ども会」

が妙法寺の休憩所（元仮祖師堂）で開催されました。
　「この問題はどうやって解くの？」「先生いくつ？」「ね～ハトに 餌 やりに

えさ

いこうよ」こんな会話が、それぞれの机でボランティアの先生（町の大学生
や高校生、中には、小学校の先生やそのＯＢの方もいました）を囲んで交わ
されます。集まった子どもたちは小学４年生～中学３年生までの６学年で、
町会の回覧やチラシを見て申し込んだ子の他、当日参加してきた子もいまし
た。内容は、いま子どもたちが特につまずきやすいといわれる算数と数学を
中心に、ボランティアの手で作られたワークブックを進めていきます。中に
は夏休みの宿題を持ってきている子もいたようでしたが、ボランティアの先
生と一緒に考えている姿が多く見られました。
　中の雰囲気はというと自由そのもの。勉強に飽きてきた子どもは寝転んで
話をしたり、外へ行ってセミの抜け殻を拾ったり、紙飛行機を作ったりして
います。中には騒ぎすぎて受付のまちの人や、ボランティアに注意される子
もいましたが、この雰囲気が逆に勉強するときの集中力を増すようです。ま
た、より多くの子どもたちに参加してもらおうと、今年は２日目の夜に「き
もだめし」、３日目の夜には「映画会」、４日目は「工作教室とカレーの昼食
会」などが盛り込まれ、多くの子どもたちが参加し楽しい時間を過ごしまし

た。特に「きもだめし」には１４０
名の子どもたちが集まり、道案内
役としてお手伝いいただいた町
会関係者もその人数の多さに驚
いていました。
　この寺子屋は、堀ノ内、和田、
松ノ木、大宮、梅里の各町会・自
治会が主催し開催しているもの
で、地域が協力しあい、子どもた
ちと関わりをもつことで、まちの子どもたちの成長を見守り、支えることが
できないかと考え始まった取り組みです。いま子どもたちの犯罪がいろいろ
と取りざたされる中、まちの中で煙草を吸っている子どもなどを見かけても
なかなか注意できないのが現実です。でもお互いが顔を知り合うことでそん
な声掛けもできるようになるんではないだろうか。この活動が始まった背景
にはそんな町の温かい気持ちが流れています。
　寺子屋の運営にあたっては、費用は各町会や地域の企業・団体からの協賛
金で、また会場は妙法寺の協力をえて開催しています。そして何よりも、「き
ずなプラン」をはじめ日ごろからこのような活動にご理解をいただいている
各町会役員の方々の気持ちに支えられています。
　「いずれこの寺子屋を卒業した子どもたちが今度は教える側として戻って
きてくれないだろうか」そんな希望を持って今後この活動を続けていきたい
と思います。 ��������������� （高円寺地域施設運営協議会）
※寺子屋の様子を紹介したビデオ（ケーブルテレビで放映した杉並ニュース）
を貸し出しています。問い合わせは、広報課へ。

ず
、「
馬
橋
の
隠
れ
み
こ
し
」
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和　

年
復
活
以
来
巡
行

５８

は
、
十
町
会
に
分
か
れ
た
地
域

内
で
町
内
渡
し
の
形
式
を
取
っ

て
い
ま
す
。
今
回
も
地
元
の
担

ぎ
手
、
同
好
会
合
わ
せ
て
約
八

〇
〇
名
の
協
力
に
よ
り
担
が
れ

ま
し
た
。

　

行
列
は
馬
橋
お 
囃
子 
連
を
先

は
や
し

頭
に
猿
田
彦
・
総
代
・ 
巫
女 
・

み　

こ

み
こ
し
・
担
ぎ
手
・
宮
司
が
騎
乗

す
る
白
馬
ま
で
、
実
に
一
五
〇

メ
ー
ト
ル
の
大
行
列
で
し
た
。

午
前
中
の
早
稲
田
通
り
や
午
後

の
青
梅
街
道
。
す
ず
ら
ん
通
り

や
ル
ッ
ク
商
店
街
で
は
そ
の
勇

壮
さ
に
、
沿
道
の
観
客
か
ら
盛

ん
に 
喝
采 
を
浴
び
、
み
こ
し
も

か
っ
さ
い

益
々
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
神

社
に
向
け
て
の
一
本
道
で
は
四

年
に
一
度
の
巡
行
に
思
い
を
残

さ
ぬ
か
の
よ
う
に
血
を
わ
か

せ
、
陶
酔
し
た
担
ぎ
手
の
熱
気

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
見
事

に
ゆ
れ
る
四
つ
の
房
は
、
み
こ

し
に
生
気
を
吹
き
込
ん
だ
か
の

よ
う
で
し
た
。
宮
入
り
を
果
た

し
た
担
ぎ
手
は
お
互
い
を
た
た

え
合
う
か
の
よ
う
に
三
本
締
め

で
心
を
一
つ
に
し
ま
し
た
。

　

総
指
揮
を
担
当
し
た
氏
子
青

年
会
会
長
の
澤
海
さ
ん
は
「
今

日
の
巡
行
は
、
神
社
を
中
心
に

総
代
・
氏
子
青
年
会
・
町
内
の

人
々
が
協
力
し
合
い
実
現
し
ま

し
た
。
こ
の
姿
こ
そ
町
の
理
想

で
あ
り
、
祖
先
が
伝
え
て
く
れ

た
、
社
会
を
一
つ
に
つ
な
ぐ
知

恵
な
ん
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。（
高
円
寺
地
域
施
設
運
営

協
議
会
）

い
ま
す
。

　

今
回
巡
行
の
宮
み
こ
し
は
総

け
や
き
の
白
木
作
り
で
す
。
棟

を
支
え
る
升
組
や
彫
刻
が
実
に

素
晴
ら
し
く
、
金
色
の
屋
根
は

日
の
光
を
反
射
し
誇
ら
し
げ
に

輝
い
て
い
ま
す
。

　

実
は
こ
の
み
こ
し
大
正　

年
１０

上
野
で
開
か
れ
た
東
京
平
和
博

覧
会
に
出
品
さ
れ
た
も
の
。
当

時
名
工
と
言
わ
れ
た
秋
山
三
五

郎
氏
の
作
で
、
台
幅
一
¤
に
高

さ
二
・
五
¤
と
、
そ
び
え
る
よ

う
で
す
。
大
正　

年
８
月
末
に

１２

馬
橋
に
運
ば
れ
た
の
で
、
奇
し

く
も
震
災
の
難
を
逃
れ
、
戦
災

も
逃
れ
た
数
少
な
い
宮
み
こ
し

の
一
つ
で
す
。

　

み
こ
し
巡
行
は
戦
前
三
回
、

戦
後
二
回
、
そ
の
後
交
通
事
情

の
関
係
か
ら
二
六
年
間
行
わ
れ

　

都
内
屈
指
の
み
こ
し
と
言
わ

れ
る
馬
橋
稲
荷
神
社
（
阿
佐
谷

南
二
丁
目
）
の
宮
み
こ
し
が
、

９
月　

日
、
四
年
ぶ
り
に
巡
行

１０

し
ま
し
た
。

　

こ
の
神
社
は
阿
佐
谷
と
高
円

寺
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
昭

和　

年
の
地
番
変
更
で
地
名
が

４０
消
え
た
馬
橋
の
氏
神
様
で
す
。

　

閑
静
な
住
宅
街
の
中
に
鎮
ま

り
、
正
門
の
赤
い
大
鳥
居
、
龍

の
彫
刻
を
施
し
た
二
の
鳥
居
を

く
ぐ
る
と
木
立
が
う
っ
そ
う
と

し
た
長
い
参
道
の
先
に
社
殿
が

見
え
て
き
ま
す
。
都
会
の
中
に

こ
ん
な
静
か
な
場
所
が
あ
っ
た

の
か
と
思
わ
れ
、
心
が
洗
わ
れ

た
気
持
ち
が
し
ま
す
。
こ
の
鎮

守
の
森
は
、
小
さ
な
子
ど
も
か

ら
、
大
人
ま
で
一
緒
に
な
っ
て

集
ま
る
憩
い
の
場
と
も
な
っ
て

我
が
街
馬
橋

馬
橋
稲
荷
神
社
の
本
社
み
こ
し
巡
行

現代の寺子屋
現代の寺子屋ここにあり！

寺子屋‐きずな‐夏休み子ども会
～まちは子どものサポーター～
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e済美親子運動会

　知的障害者（児）が多数参加する運動会です。一緒に気持ちのいい汗を流し

ませんか。

　【日時】１１月３日¥午前１０時３０分～午後３時【会場】済美小学校（堀ノ内１

‐１７‐２４）／雨天の場合は同小学校体育館【内容】徒競争、追いかけ玉入れ、

綱引きなど【申込み】希望

者は、直接会場へ【問合せ】

社会教育センター@３３１７‐

６６２１�３３１７‐６６２０または済

美会@３３１２‐０５６６�３３１２‐

２９００

eふれあい運動会

　障害のある方もない方も

ともに集う運動会です。

　【日時】１０月２８日º午前

１０時～午後４時【会場】蚕

糸の森公園運動場（杉並第

十小学校校庭・和田３‐５５‐４９）雨天の場合は同小学校体育館【内容】パン食

い競争、車いす競争、綱引きなど【問合せ】ふれあい運動会運営委員会事務局

（障害者福祉課内@３３１２‐２１１１�３３１２‐８８０８）

e知的障害児（小学生対象）のための親子フライングディスク教室

　【日時】１１月１１・１８・２５日・１２月２日(いずれも土曜日)午後３時～５時【会

場】荻窪体育館（荻窪３‐４７‐２）【対象】区内在住・在学の小学生で知的障

FAX

FAX

FAX

害をお持ちの方とその親【定員】４０名【参加費】無料【申込み】往復ハガキ

（２面ハガキ記入例参照）に障害の程度・参加希望日（全日可）も書いて、１１

月２日（必着）までにú杉並区スポーツ振興財団（〒１６６‐０００４阿佐谷南１‐

１４‐２みなみ阿佐ケ谷ビル８Ｆ）へ【問合せ】同財団@３３１２‐２１１１（区代表）

e障害者のためのわいわいスポーツ教室

　障害の程度の重い方のための楽しいスポーツ教室です。今回は水泳です。

　【日時】１１月２５日º午前９時３０分～１１時３０分【会場】上井草スポーツセンタ

ー温水プール（上井草３‐３４‐１）【対象】区内在住・在勤・在学の１５歳以上で

障害の程度の重い方【定員】３０名【参加費】無料【申込み・問合せ】１０月２４日

までに申込書を社会教育スポーツ課へ。申込書は区内各福祉事務所・体育施設

にあります。申し込み多数の場合は、抽選【備考】A一般の交通機関の利用が

困難な方は、リフト付きバスの送迎が利用できますB当日手伝っていただける

ボランティアの方を募集しています。社会体育係までご連絡ください

e卓球バレー講習会

　座位が保てる方ならどなたでもできる、新しい障害者のスポーツです。

　【日時】１１月１２日、１２月１０日、１月１４日、２月１１日、３月１１日（いずれも日

曜日）の午後１時３０分～３時３０分【会場】障害者福祉会館【対象】区内在住の

障害者、その家族、介助者およびボランティアの方【定員】２４名【参加費】無

料【申込み】往復ハガキ（２面ハガキ記入例参照）に配慮が必要な障害の状況

も書いて、１０月２７日（必着）までに、障害者福祉会館運営協議会事務局（〒１６８

‐００７２高井戸東４‐１０‐５）へ。申し込み多数の場合は、抽選【問合せ】同事

務局@３３３２‐６１２１�３３３５‐３５８１

※手話通訳がつきます。必要な方は、ハガキにその旨も記入してください。

FAX

�
　

【
日
時
】　

月　

日
º
午
前

１０

２８

　

時　

分
〜
午
後
３
時　

分

１０

３０

３０

【
会
場
】
あ
す
な
ろ
作
業
所

（
方
南
１
―
３
―
４
）【
内
容
】

作
業
所
紹
介
展
示
・
バ
ザ
ー
・

模
擬
店
・
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
・

作
品
販
売
（
さ
を
り
・
祝
儀

袋
・ 
箸 
袋
・

は
し

 
楊
枝 
入
れ
・
干
支

よ
う
じ

祭
だ
�
あ
す
な
ろ

！！

ね
つ
け
な
ど
）・
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
（
太
鼓
演
奏
・
似
顔
絵
）

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
作
業
所

@
３
３
２
２
‐
１
０
２
０
�
３

３
２
８
‐
０
６
２
５
へ
。

※
二
階
で
は
、「
み
の
り
工
房

ま
つ
り
」
を
同
時
開
催
し
て

い
ま
す
。

�
　
　

月　

日
º
に
行
な
わ
れ
る

１１

１１

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー

に
、　

不
用
に
な
っ
た
雑
貨
・
小

物
な
ど
の
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。　

月　

日
ま
で
に
ひ
ま
わ

１０

２７

り
作
業
所（
松
庵
２
―　

―　

）

２２

２２

へ
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
作
業
所

@
３
３
３
３
‐
９
７
２
４
�
３

３
３
３
‐
９
７
４
９
へ
。　

�
　

【
日
時
】　

月　

日
º
・　

１０

２８

２９

日
∂
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

【
会
場
】
い
た
る
臨
床
発
達
指

導
セ
ン
タ
ー
（
天
沼
１
―　

―
１５

　

）【
内
容
】
贈
答
品
、
家
具
、

１８日
用
品
、
書
籍
、
衣
料
品
、
自

主
生
産
品
な
ど
の
即
売

FAX

ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
の
バ
ザ
ー
に

 
�
�
�
�
� 
品
物
の
提
供
を

FAX

い
た
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
セ
ン
タ

ー
@
３
３
９
２
‐
７
３
４
６

へ
。

※
品
物
を
提
供
し
て
い
た
だ
け

る
方
は　

月
２
日
∑
〜　

日

１０

１３

∏
の
間
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
取
り
に
伺
い
ま
す
。

�
　

【
日
時
】　

月
６
日
∑
午
前

１１

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
杉
並
区

１０心
身
障
害
者
集
会
所
（
阿
佐
谷

南
１
―　

―
８
）【
講
師
】
立
教

１４

大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
助
教

授
・
赤
塚
光
子
さ
ん

　

希
望
者
は
、
直
接
会
場
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
杉
並
区
知

的
障
害
者
育
成
会
@
５
３
７
７

‐
２
１
２
１
へ
。

�
　

【
日
時
】　

月
１
日
π
午
後

１１

１
時　

分
〜
３
時　

分
【
会

３０

３０

場
】
杉
並
盲
人
会
館
（
南
荻
窪

３
―　

―　

）【
内
容
】
ノ
コ

２８

１０

ギ
リ
音
楽
の
魅
力
に
つ
い
て
の

お
話
と
演
奏
【
講
師
】
荻
原
誠

さ
ん
【
対
象
】
視
覚
障
害
者
お

よ
び
関
係
者
【
定
員
】
四
〇
名

（
先
着
順
）【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
盲
人
会
館
@
３
３
３
３
‐

３
４
４
４
へ
。

�
A
押
し
花
絵
講
習
会　
　
　

　

押
し
花
を
ハ
ガ
キ
や
し
お
り

に
あ
し
ら
っ
た
り
、
シ
ー
ル
を

作
っ
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

【
日
時
】　

月　

日
º
・　

１１

１８

１９

日
∂
・　

日
º
・　

日
∂
の
四

２５

２６

日
間
／
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前

　

時
〜
正
午
【
会
場
】
障
害
者

１０福
祉
会
館
【
対
象
】
区
内
在
住

の
障
害
者
、
そ
の
家
族
、
介
助

者
お
よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

�
福
祉
講
座

新
し
い
福
祉
改
革
を
む
か
え
て

e盲
人
会
館
文
化
講
演
会

�
障
害
者
の
た
め
の
講
習
会

e

【
定
員
】
一
五
名
【
参
加
費
】

無
料
（
教
材
費
は
自
己
負
担
）

※
手
話
通
訳
が
つ
き
ま
す
。
必

要
な
方
は
、
往
復
ハ
ガ
キ
に

そ
の
旨
も
ご
記
入
く
だ
さ

い
。

B
ハ
ー
ブ
＆
ポ
プ
リ
講
習
会

　

ポ
プ
リ
で
匂
い
袋
を
作
っ
た

り
、
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
の
楽
し
み

方
な
ど
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

　

【
日
時
】　

月　

日
∏
・　

１１

１４

１５

日
π
・　

日
∏
・　

日
π
の
四

２８

２９

日
間
／
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

１
時
〜
３
時
【
会
場
】
障
害
者

福
祉
会
館
【
対
象
】
区
内
在
住

の
障
害
者
、
そ
の
家
族
お
よ
び

介
助
者
の
方
【
定
員
】
一
五
名

【
参
加
費
】
無
料
（
教
材
費
＝

四
日
間
で
四
〇
〇
〇
円
）【
持

ち
物
】
筆
記
用
具
、
裁
縫
用
具

（
糸
、
針
、
は
さ
み
な
ど
）

※
一
般
の
交
通
機
関
の
利
用
が

困
難
な
方
は
、
リ
フ
ト
付
バ

ス
の
送
迎
が
利
用
で
き
ま

す
。
必
要
な
方
は
、
往
復
ハ

ガ
キ
に
そ
の
旨
も
ご
記
入
く

だ
さ
い
。

☆

　

A
B
と
も
申
し
込
み
は
、
往

復
ハ
ガ
キ
（
２
面
ハ
ガ
キ
記
入

例
参
照
）
に
配
慮
が
必
要
な
障

害
の
状
況
も
書
い
て
、
A
・
B

と
も　

月　

日
（
い
ず
れ
も
必

１０

２８

着
）
ま
で
に
、
障
害
者
福
祉
会

館
運
営
協
議
会
事
務
局
（
〒　
１６８

‐
０
０
７
２
高
井
戸
東
４
―　
１０

―
５
）
へ
。
申
し
込
み
多
数
の

場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
務
局

@
３
３
３
２
‐
６
１
２
１
�
３

３
３
５
‐
３
５
８
１
へ
。

�
　

新
宿
公
共
職
業
安
定
所
管
内

の
杉
並
、
中
野
、
新
宿
の
各
事

FAX

知
的
障
害
者
の
た
め
の

 

就
職
準
備
フ
ェ
ア

業
団
の
共
催
で
す
。

　

【
日
時
】　

月
７
日
∏
午
後

１１

１
時　

分
【
会
場
】
新
宿
ス
ポ

３０

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
新
宿
区
大
久

保
３
―
５
―
１
）【
内
容
】
職

場
実
習
相
談
【
対
象
】
就
職
を

考
え
て
い
る
杉
並
区
在
住
の
知

的
障
害
者
（
愛
の
手
帳
を
お
持

ち
の
方
）
【
参
加
費
】
無
料

　

申
し
込
み
は
、　

月　

日
ま

１０

２０

で
に
電
話
ま
た
フ
ァ
ク
ス
で
ú

杉
並
区
障
害
者
雇
用
支
援
事
業

団
@
５
３
８
２
‐
２
０
８
１
�

５
３
８
２
‐
２
０
８
３
へ
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
事
業
団

へ
。

※
申
込
者
は
、　

月　

日
∏
開

１０

２４

催
の
事
前
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

�
　
　

月
９
日
º
の
「
障
害
者
の

１２
日
」
に
、
送
迎
つ
き
の
美
容
サ

ー
ビ
ス
無
料
招
待
が
あ
り
ま

す
。

　

【
対
象
】
区
内
在
住
で
、
身

体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手

帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
女
性

【
内
容
】
シ
ャ
ン
プ
ー
・
カ
ッ

ト
・
ブ
ロ
ー
【
定
員
】
二
〇
名

　

申
し
込
み
は
、
ハ
ガ
キ
（
２

面
ハ
ガ
キ
記
入
例
参
照
）
に
生

年
月
日
、
障
害
の
程
度
、
利
用

希
望
時
間
（
午
前　

時
〜
午
後

１０

６
時
）、
送
迎
希
望
の
有
無
も

書
い
て
、　

月　

日
（
必
着
）

１０

３１

ま
で
に
美
容
サ
ロ
ン
「
ね
こ
の

手
」（
〒　

‐
０
０
６
３
和
泉
１

１６８

―　

―　

）
へ
。
申
し
込
み
多

１９

１３

数
の
場
合
は
、
抽
選
。

　

問
い
合
わ
せ
も
、
同
美
容
サ

ロ
ン
@
３
３
２
７
‐
７
７
７
９

�
５
３
５
５
‐
６
６
５
１
へ
。

※
介
護
専
門
美
容
室
の
た
め
、

車
い
す
で
の
利
用
が
で
き
ま

す
。

FAX

美
容
サ
ー
ビ
ス
無
料
招
待

FAX

障害者福祉施設などの障害者福祉施設などの

催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催しししししししししししししししししししししししししししししししし催し
おまつりおまつり、講座・講演・相談、講座・講演・相談
サービス・スポーサービス・スポーツツ


